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緒 言

イノシツドは６慣のＯＨ基を持つ環状化合物にして広く動植物界に分布してゐる。殊

に若い植物では生長の旺盛な部分に多く，動物体では筋肉，肝臓，乳汁ｊ白血球，腎臓，

副腎，肺臓，脳，甲状腺，尿，畢丸，等に含まれてゐる。

イノシツトの生理作用については明かでない点が多いが,植物体では生長の盛んな部分，

動物体では老動物よりも，幼動物の器管に多量に見出される点より，生物の生長促進に対

して重要な仇きを持つものと考えられている｡（１）

イノシツトは生体内に於ては燐酸と結合した燐酸エステル，Phytinとして存在するが，

生理的に重要なのはブイチンであって遊離イノシツトは,代謝老慶物に過ぎない｡（１）近年イ

ノシツトは脂肪肝（Fattyliver)の治療，予防(2)に有牧であることも知られており，叉或

種酵母の作用力促進(3)等の意義が解明されて来て居る。

Young氏(4)は陸上噛乳動物中，牛，犬，羊の鵬筋肉について之を定量してゐる。魚

類については，島田，田中(5)氏が淡海水産１１種について筋肉中のイノシツトの分布を報

告してゐる。著者等はカツオの生化学的研究を行ってゐるが，その一部としてマガツオ各

器管のイノシツトの分布について実鮒したので其の結果を報告する。

実．験

〔1コマガツオ名器管に於ける遊離イノシツトの分布

材料，定量方法

昭和２５年９月１６日鹿児島聯枕崎港に陸場せる体重1.9～2.0ｋｇのカツオ左可及的

速に処理し，雌雄別に，普通肉，血合肉，肝臓，心臓，幽門垂，牌臓，腎臓，胃筋肉,脳，

卵巣，精巣の名器管に分けて１０～209宛秤量し次の如くイノシツトを分離結晶せしめ

た。尚，成るべく同一個体の器管を使用したが脳腎臓牌臓の小器管は数尾分を使用

した。定量方法はYoung(4)法に従った。

、
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筋

Young(4)氏の沃分離結晶したイノシツトは一定量の水に溶解してその中の適量をとり，

牝水銀加里法に従って定量し，第１表に示すが如き結果を得た。

第１表，カツオ各器管中のイノシツト含量。（２尾の平均値）
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なすYoung氏の実験に比し，カツオ肉は５ｍｇ以上であり，殊に血合肉は牛筋肉の約２

倍量を含んでいる。

〔I'〕マガツオ名器管に於けるフイチン態イノシツトの分布。

遊離イノシツトは新鮮物１００９中２５ｍｇ以下にすぎず，噛乳動物に比較して非常に少

いが，前記の如く遊離イノシツトは新陳代謝の老展物であって生理的に重要なのはイノシ

ツト燐i峻エステルなるプイチンであるので此のフイチン態イノシツトの分布を実験した。

フイチンはイノシツト１分子と燐i駿６分子よりなりプイターゼによりて分解される。

ＣＨ．Ｏ･ＰＯ(ＯＨ)２ＣＨＯＨ

ＨＯＨＣ／、ＣＨＯＨ

蝋::○:鯛:::＝…U噸…
ＣＨｏＯｄＰＯ(ＯＨ)２ＣＨＯＨ

’Phytmlnosit

各試料の新鮮物に，下記の方法により調製したフイターゼ詮作用せしめた後イノシツト

を定量し，この場合増加したイノシツトをフイチン態イノシツトとみなした。

フイターゼ○訊製と力債決定(6)

市販米糠２８０９に２５％アルコール720c､ｃを加えて，３時間振塗抽出し漁過後，温

液の３倍客の９６％アルコールを注げば白色沈澱淀生ずる。次に９６％アルコールとエー

テルで洗礁,乾燥し２．９９の淡黄色の粗製フイターゼを得た｡此の粗製聯素の1.5％溶

液を新鮮幽門垂に対して等量加えＭ/１０拘撚酸にてｐＨ５ｏ５に調節し47.Ｃの恒温器で

５時間及び７時間分解せしめた。別にフイターゼ添加後直ちに100.Ｃで１０分間煮沸

し酵素を破壊したものを同様に処理しブランクテストを行った。分解後，無,淡態燐酸を

Lorenz法(7)によって定量した結果は次表の通りである。

カツヲ幽門垂無機態燐酸

ＮｑｌＴ飛離鵠isiglA…ﾋ゚fP塁O‘麺'00goffroshmatt“
１ ５hrs．

２ ７hrs．

§ B1ankte3t

663ｍ９

662ｍｇ
１

４８６ｍ２ｆ

上記の結果より１．５％フイターゼ熔液を試料に等量加え，４７°Ｃに５時間作用せしめる

とフイチンは完全に分解されたことになる。

米糠より製した､阻製フイターゼ1.5％溶液を用い，前記催件を以て５時間カツオ各器管

を処理したものにつきイノシツト遼Young氏法で定量したるに第２表の如き結果遼得た。

侭
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第２表カツオ名器管中のフイチン態イノシツト含量

organ M・…｜制.淵lAm柵迂reel綴器珊，
ｍｇｉｎｌＯＯｇｏｆｆｒｅｓｈｍａｔｔｅｒ

普通肉 73.14％ １１．７０ 5．６４ 6．０６

血 合肉 73.89 2２．２２ 9．７９ 1２．４３

幽門垂９ 77-49 64.34 23.89 40.45

〃８ 76.38 61.47 2６．４６ 38.01

肝 臓９ 7０．４６ 7０．６９ 5．７９ 64.90

〃８ 69.16 73.13 4．８７ 68.26

胃 筋９ 75.61 25.33 8．１８ 17.15

〃８ 75.80 21.82 8．６３ 1３．１９

生殖腺早 71.57 31.33 10.27 21.06

〃８ 80.42 ？ 8．５６ ？

全イノシツトの量は肝臓に最も多く幽門垂之れに次ぎ筋肉に最も少い。筋肉に於ては普

通肉も血合肉も，遊離イノシツトとプイチン態イノシツト量に大差なく，ただ後者がやや

多い。全イノシツトも,フイチン態イノシツトも,遊離イノシツトも，血合肉が普通肉の約

２倍も多く含んでいることは面白い現象で，必ずや血合肉の有する機能と関連あるものと

思われる。

内臓器管に於ては筋肉に於けると両形態のイノシツトの分布状態がやや異り，フイチン

態イノシツトが遊離イノシツトの２－１０倍以上も多量に存在する。殊に肝臓に於ける分

布は極めて特異で，遊離イノシツトは６，９％以下の微量であるに拘らず，．フイチン態イ

ノシツトは６５，９％以上の著量を含み各器管中最大量を示している。幽門垂に於ては全

イノシツトは６１，９％以上で，肝臓のそれより１０ｍｇ％内外少いに過ぎないが，フイチ

ン態イノシツトは４０，９％内外で，肝臓に於ける含量の２/３に過ぎない。之れに反し遊

離イノシツトが肝l職に於ては前記の如く６，９％以下の微量であるに対し，幽門垂に於て

は24-26ｍｇ％も含まれ，諸器管中最大量を示しているのは甚だ興味深い。幽門垂の機

能は充分明らかにされてない様であるが，イノシツトの分布が肝臓と幽門垂に於て斯く･も

異るのは，やはり両器管の生理的機能と関連あるものと想像せられる。此の問題について

は引続き研究の予定である。

胃の筋肉，卵巣に於ては筋肉に於けると同様，フイチン態イノシツ1,は遊離イノシツト

の約２'倍量含まれている。尚以上の内臓器昔に於ては雌雄による差異は殆んど認められな

い。

以上カツオ名器管に於けるフイチン態及び遊離態イノシツトの分布，雌雄による差異に
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つき実駒したが，更に年令による相異，季節的変化，漁獲後貯蔵中に於ける変化，酵素化

学的研究等については引続き計画実施中である。

摘要

１）マガツオ各器管の遊離及びフイチン態イノシツトを定量した。

２）遊離イノシツトは幽門垂，脳，生殖巣に多く含まれてゐるが,I'iW乳動物の約1/10に

すぎない。，

３）性別によるイノシツト含量の差異は認められない。

４）フイチン態イノシツトは遊離態イノシツトの１～13倍量含まれており，筋肉に最も

少<肝臓に最も多く，幽門垂が肝臓に次いで多い。

終にのぞみ終始御懇篤薩御批判と激励とを賜わり，且つ本実験の遂行を容易ならしめら

れた山本校長に対し衷心より感謝の意を表する。尚試料の調製，分折に当教室西尾米子嬢

の助力を得たことを附記し併せて謝意達表する。
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